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1.は じめ に

本 研 究 は, バ レエ を行 って い る被 験 者 に動 的 動

作 を 行 わ せ, そ の足 圧 に 関す る デ ー タ と被 験 者 と

の 相 関 を 調 べ る こ とを 目的 とす る。 新 た に足 圧 計

測 解 析 シス テ ムを 開発 し, それ を用 い て, 日常 の

基 本 動作 とバ レエ の基 本 動 作 に お け る足 圧 変 化 と

重 心移 動 に 関す る考 察 を加 え る。

2.方 法

2.1実 験 装置

実験 装 置 は, 

・足 圧 重 心 計(試 作)

・計測 解 析 ソ フ ト(試 作)

・パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タ(NEC PC9801DX)

・プ リンタ(PC-PR201GS)

で構 成 され, それ を 図1に 示 す 。

2.2被 験 者

バ レエ教 室 女 子 生 徒20名(*)。(5歳 か ら17

歳:平 均 年 齢10.0歳, 平 均 経 験 年 数4.6年)

2.3実 験 時 間

一 連 の動 作 を繰 り返 し30秒 間 行 う
。(各 ロー ド

セ ル の サ ンプ リング 数 は250個 で1個 の サ ン プ リ

ン グ時 間 は30ミリ秒)

2.4実 験 動 作

(1)両 足 台 に乗 った ま ま, 静 止 す る。

(2)右 足 台 に乗 る。 左 足 台 に 乗 る。 右 足 台 か ら

降 りる。 左 足 台か ら降 りる。(昇 降動 作)

(3)左 足 台 に乗 る。 右 足 台 に乗 る。 左 足 台 か ら

降 りる。 右 足 台か ら降 りる。(昇 降 動作)

(4)両 足 台 に乗 った ま ま, 左 足 上 げ る。 左 足 下

げ る。 右 足 上 げ る。 右 足 下 げ る。(足 踏 み 動

作)

(5)両 足 台 に乗 った ま ま, 上 体 を 右 方 向に 回 す 。

(回旋 動 作)

(6)両 足 台 に乗 った ま ま, 上 体 を 左 方 向に 回 す 。

(回旋 動 作)

(7)1番 ポ ジ シ ョンで ドゥ ミ ・プ リエ を 行 う。

(8)1番 ポ ジ シ ョン で右 横 方 向の バ ッ トマ ン ・

タ ンジ ュを行 う。

(9)1番 ポ ジ シ ョン で左 横 方 向の バ ッ トマ ン ・

タ ン ジ ュを 行 う。

3, 結 果

デ ー タ は デ ィ ス クに セ ー ブ した 後, ハ ー ドコ

ピー した。 一 部 を 図2と して 示 す 。

・静 止 重 心 位 置:右 足 後 方13名, 左 足 後 方1

名, 中央 後 方6名 。

・ドゥミ・プリエの重心軌跡位置とそこでの安

定性:右 足後方15名(安 定3名, 不安定12

名), 右足前方1名(不 安定1名), 左足後方

1名(安 定1名), 中央後方3名(安 定1名, 

不安定2名)。
・バ ットマン ・タンジュで重心側の足を支持足

とした場合の対称性:対 称5名, 非対称15名 。

重心分布及び重心軌跡に関しては, 

(1)静 的及び動的重心位置は右足後方(踵 側)に

多い。

(2)重 心側の足を支持足 として動作を行 うと, 分

布と軌跡は変化しやすい。

足圧波形に関しては, 

(1)動 作に特有の波形が得 られた(表1)。

(2)重 心が変化しな くても, 個々の波形は変化す

る。個々の波形が打ち消し合って, 一つの重

心になることも認められた。

4.考 察

重心と足圧の安定性 と対称性の高い被験者に

は, 思考力や精神力あるいは感性の強い者が多

く, 年齢や経験年数はあま り大きな因子にはなら

ないことが認められた。

5.課 題

定量的解析法の確立, 医学的見地と機械構造的

見地による実験などを行いたい。

(*)大 宮バ レエ教室(宮 城県)
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